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レベル 3PRA 計算コード WinMACCS の動作を近似するような計算コストの低い代替モデル(メタモデル)を

機械学習アルゴリズムにより構築し、その適合度を評価した。また、構築したメタモデルのグローバル感

度解析への適用性を確認した。 
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1. 緒言 

レベル 3PRAで用いるWinMACCSのような数多くの入力パラメータが存在する複雑なモデルに対しては、

評価結果の不確実さに対する寄与が大きい入力パラメータを同定するグローバル感度解析が有効である。

しかしながら、計算コストの側面から、そのような複雑なモデルをグローバル感度解析に直接用いること

は現実的ではない。そのため本研究では、WinMACCS の動作を近似する計算コストの低い代替モデル(メ

タモデル)を用いたグローバル感度解析の手法を検討する。 

 

2. 結果 

WinMACCS において SOARCA 研究等[1][2]を参考にし、早期被ばく

に関わる 35 種類の入力パラメータに確率分布を与え、平均個人リスク

を複数回計算した。その入出力データから機械学習アルゴリズムによっ

てメタモデルを構築し、WinMACCS との適合度を評価した。その結果、

放出源からの距離やアルゴリズムによってその適合度に差が見られた

(図 1)。 

また、構築したメタモデルを用いてグローバル感度解析を行った結果、

ランダムフォレスト(RF)や勾配ブースティング(GBDT)によるメタモデル

がグローバル感度解析を実施する上で有効であることが示された。 
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